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論 文 辛 査 結 果 の 要 旨
本研究は､特発性肺動脈性肺高血圧症 (IPAH)は肺小動脈のリモデリングに
より､肺高血圧症､右心不全を来たす予後不良の疾患であり､その特徴的病理
組織所見である叢状病変で臥 内皮機能障害や異常な血管新生､局所の炎症等
が指摘されている｡今回､細胞接着分子で血管新生や内皮細胞の増殖､炎症細
胞の動員などに係わっていると思われるCD4に着目し､IPAH7例､心房中隔
欠損症に伴 うPAH (ASI)･PAH)4例の患者肺を対象に､叢状病変における
CD44発現について組織免疫学的検討を行った｡その結果､CD44はIPAH全
例の叢状病変で陽性であり､活性化T細胞に局在していた (ASD･PAH群では
陰性)oさらにT細胞浸潤とKi167で示される内皮細胞増殖活性が有意に増加
していることを認めた｡IPAHでは叢状病変の形成において､CD44と活性化T
細胞が重要な役割を持つ可能性を示唆した貴重な論文である｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡
